
社
は
ス
テ
ン
レ
ス
や
チ
タ

ン
な
ど
の
非
鉄
金
属
を
切

削
加
工
す
る
製
造
業
で
あ
る
。
主

に
、
医
療
器
具
や
医
療
資
材
な
ど

の
精
密
品
を
加
工
し
て
い
る
。

一
般
的
に
、
金
属
類
加
工
業
は

収
入
が
加
工
賃
（
技
術
料
）
で
あ

り
、
原
材
料
仕
入
が
伴
う
製
造
業

と
比
べ
て
売
上
規
模
が
小
さ
い
。

一
方
で
機
械
や
工
場
な
ど
の
設
備

投
資
金
額
が
大
き
く
、
売
上
に
対

し
て
借
入
れ
が
大
き
く
な
り
が
ち

だ
。
ま
た
技
術
屋
気
質
の
経
営
者

は
、
設
備
に
糸
目
を
付
け
な
い
と

言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

担
当
者
が
新
規
の
設
備
投
資
案

件
を
進
め
る
と
き
は
、
そ
の
必
要

性
や
効
果
を
慎
重
に
検
討
し
た
う

え
で
、
融
資
稟
議
に
盛
り
込
む
こ

と
が
大
事
だ
。

専
門
用
語
を

そ
の
ま
ま
書
か
な
い

今
回
、
Ａ
社
よ
り
Ｎ
Ｃ
切
削
機

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
数
値
制

御
で
自
動
運
転
を
行
う
機
械
）
の

購
入
資
金
の
申
込
み
が
あ
っ
た
。

社
長
の
説
明
は
こ
う
だ
。

「
Ｚ
社
か
ら
受
注
し
て
い
た
歯
科

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
材
の
歯
根
部
分
に

あ
た
る
ス
ク
リ
ュ
ー
（
ネ
ジ
）
の

試
作
が
成
功
し
、
量
産
体
制
に
入

る
予
定
。
し
か
し
他
製
品
も
受
注

が
増
加
と
な
り
、
機
械
の
や
り
く

り
に
苦
労
し
て
い
る
。
製
品
ご
と

の
製
造
方
法
に
見
合
う
機
械
を
使

用
し
な
い
と
生
産
性
が
落
ち
、
採

算
割
れ
す
る
製
品
が
出
て
く
る
。

生
産
体
制
を
最
適
化
し
て
収
益
を

確
保
す
る
に
は
、
Ｎ
Ｃ
切
削
機
の

増
設
が
必
要
だ
と
判
断
し
た
」

担
当
者
は
、
設
備
投
資
の
必
要

性
を
見
定
め
る
べ
く
、
代
替
案
と

し
て
外
注
先
に
生
産
委
託
す
る
可

能
性
は
な
い
か
質
問
し
て
み
た
。

す
る
と
社
長
は
「
受
注
し
て
い

る
製
品
は
当
社
の
技
術
で
な
け
れ

ば
、
要
求
さ
れ
て
い
る
加
工
精
度

が
実
現
で
き
な
い
。
直
径
３
・
２

㎜
の
チ
タ
ン
に
０
・
８
㎜
の
ス
レ

ッ
ド
を
刻
む
た
め
に
は
│
│
」
と

徐
々
に
熱
が
入
り
、
話
が
専
門
的

な
領
域
に
及
ん
だ
。
担
当
者
は
、

設
備
投
資
の
必
要
性
を
ど
の
よ
う

A

　簡潔さ・客観性・納得性といったポイ
ントを踏まえ、案件ごとの稟議作成ノウ
ハウを解説する。

このような案
融資稟議はこ

事例で理解！

静
岡
信
用
保
証
代
表
取
締
役

八
木
利
樹

事例 1
専
門
技
術
を
扱
う
製
造
業
A
社
か
ら
の
設
備
投
資
の
申
込
み

専
門
用
語
は
使
わ
ず
に
具
体
例
を

例
示
す
る
こ
と
で
強
み
を
明
記
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品
な
ど
）
を
示
す
の
が
有
効
だ
。

稟
議
書
で
伝
え
る
べ
き
こ
と
は
市

場
性
や
優
位
性
な
の
で
、
加
工
精

度
よ
り
も
、
そ
の
品
質
に
よ
る
引

き
合
い
な
ど
に
触
れ
る
と
よ
い
。

伝
え
る
べ
き
情
報
を

絞
っ
て
記
載
し
よ
う

以
上
を
踏
ま
え
、
担
当
者
は
再

度
社
長
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
。

に
融
資
稟
議
に
落
と
し
込
む
べ
き

か
悩
ん
で
し
ま
っ
た
。

設
備
投
資
の
有
効
性
を
平
易
な

表
現
で
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
ポ

イ
ン
ト
は
、
要
点
を
明
確
か
つ
簡

潔
に
す
る
こ
と
、
記
載
す
る
情
報

は
絞
る
こ
と
、
専
門
用
語
は
な
る

べ
く
使
用
し
な
い
こ
と
だ
。
一
般

技
術
と
の
違
い
や
読
み
手
が
イ
メ

ー
ジ
で
き
る
身
近
な
具
体
例
（
製

結
果
を
所
見
欄
に
反
映
さ
せ
た
と

こ
ろ
、
決
裁
と
な
っ
た
。
完
成
し

た
所
見
欄
（
図
表
１
）
の
ポ
イ
ン

ト
を
見
て
み
よ
う
。

㋐
設
備
投
資
の
動
機

今
回
の
設
備
投
資
は
、
歯
科
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
材
の
量
産
体
制
の
準

備
を
き
っ
か
け
に
、
懸
念
さ
れ
る

生
産
体
制
の
非
効
率
化
を
防
止
す

る
た
め
の
投
資
だ
。

と
は
い
え
受
注
増
加
が
設
備
投

資
の
動
機
の
た
め
、
設
備
投
資
理

由
の
要
点
を
「
受
注
増
加
に
伴
う

増
産
体
制
」
に
絞
っ
た
。
そ
の
う

え
で
疎
明
資
料
と
し
て
、
直
近
の

月
次
試
算
表
と
受
注
製
品
別
一
覧

表
（
図
表
２
）
を
添
付
し
た
。

㋑
事
業
内
容
・
強
み

Ａ
社
の
専
門
技
術
に
関
し
て
社

長
が
話
し
た
よ
う
に
「
直
径
３
・

２
㎜
の
チ
タ
ン
に
…
」
な
ど
と
、

い
か
に
難
し
い
技
術
か
を
専
門
的

に
説
明
す
る
必
要
は
な
い
。
市
場

性
が
伝
わ
れ
ば
よ
い
の
で
、
切
削

が
難
し
い
素
材
の
加
工
技
術
に
希

少
価
値
が
あ
る
こ
と
を
示
せ
ば
よ

い
。
所
見
欄
で
は
、「
歯
科
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
治
療
に
使
う
…
」
な
ど

と
、
精
密
加
工
を
イ
メ
ー
ジ
で
き

る
よ
う
に
表
現
し
た
。

㋒
課
題
解
決
へ
の
取
組
み

Ａ
社
の
専
門
技
術
は
、
製
品
ご

と
に
使
い
分
け
る
切
削
刃
や
切
削

油
の
選
択
や
加
工
条
件
に
適
す
る

温
度
管
理
な
ど
、
す
べ
て
人
の
経

験
や
知
識
に
頼
っ
て
い
る
。
高
性

能
の
機
械
を
扱
う
人
こ
そ
が
、
技

術
の
源
泉
で
あ
る
と
言
え
る
。

こ
の
技
術
を
承
継
す
る
人
材
の

育
成
は
、
多
く
の
中
小
製
造
業
に

と
っ
て
の
課
題
だ
。
Ａ
社
が
こ
の

課
題
の
解
決
に
ど
う
取
り
組
ん
で

い
る
か
は
、
事
業
の
成
長
性
の
観

点
か
ら
も
、
融
資
稟
議
に
明
記
しし

て
お
く
必
要
が
あ
る
。

●

以
上
の
よ
う
な
専
門
技
術術
を
扱

う
企
業
の
案
件
で
平
易
に
伝
に
伝
え
ら

れ
れ
ば
、
も
の
づ
く
り
補補
助
金
助
金
の

申
請
や
経
営
革
新
計
画画
の
画
の
作
成
を

支
援
す
る
際
に
も
役
も
役役
に
立
つ
。
ぜ

ひ
習
得
し
て
ほ
て
ほ
し
いい
。

図表2　製品別受注一覧表
受注明細
№ 製品コード 製品名 加工単価 数量 受注金額 納期 納入日

220101 Ti3001201 〇〇用
プレート ¥18,000 50 ¥900,000 2022/10/17 2022/10/17

220102 SU200311 △△
機部品 ¥60,000 10 ¥600,000 2022/10/20 2022/10/20

Ti3001220220103 人工
●● ¥9,000 150 ¥1,350,000 2022/10/25

図表1　完成したA社の所見欄（一部）

・当社は歯科インプラント治療に使用する人工歯根のスクリュー
など、高難度の精密加工技術を持つ。さらに、鉄より硬く難削
材といわれるチタンなど特殊な金属を、企業が要求する品質レ
ベルで実現できる、国内でも希少な加工業者である。近年、各
産業分野でチタンなどの新素材の需要が高まっているが、受注
できる企業が少なく、成長が期待できる企業である。

・課題である技術の伝承に係る人材育成は、QC活動や技能競技会
の実施など、継続的な品質向上活動を通じ順調に進んでいる。

・本件により生産体制の充実が図られ、収益増加効果が十分期待
できる投資となるため、積極的に支援したい。
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